別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：交通指導取締費
	事業名: 通信指令室維持管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


                                  （この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

                          警察本部　生活安全部  通信指令課　電話番号：058-271-2424（内3611）

　　　　　　　　E-mail：c18879@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：320,890千円（前年度予算額：272,119千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）110番通報や各種事案に対して迅速・的確に対応するため、通信指令室等に整備された総合通信指令システムの維持管理、保守及び更新業務を行い、24時間・365日システムを安定稼働させ、県民の安全・安心を確保する。
（２）総合通信指令システムは、通信指令システム、緊急配備支援システム、緊急車両情報通信システム等で構成され、情報の共有化により、110番通報受理、パトカー等に対する指令、緊急配備の発令、緊急車両の現場臨場、大規模災害等の各種事案に対し、迅速・的確な対応が可能となり、初動警察活動の中心的役割を果たしている。
	２　所要経費


（1） 新規事業

　　・総合通信指令システム更新整備に要する経費　　　　14,091千円
（２）継続事業
・通信指令室各種機器の維持管理保守に要する経費　　11,215千円

・総合通信指令システムの保守管理に要する経費　　　67,200千円

・緊急配備支援システムの更新整備に要する経費　　 130,532千円
・緊急配備支援システムの維持管理に要する経費　　　　　 0千円

・緊急車両情報通信システムの借上げに要する経費　　97,852千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ  安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり 
  ４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
　　・　警察活動の強化及び効率的な運用を図るため、通信指令システム等の情報通信基盤を計画的に更新整備する
	２　これまでの取組状況


（１）110番通報の受理時や強盗事件等の凶悪犯罪発生時には、総合通信指令システムを活用して、通信指令室、警察署、現場警察官等との情報共有化を図り、警察官を効率的に運用して、迅速・的確な対応に努めている。
（２）110番通報の受理体制を24時間・365日維持するため、保守点検による障害の未然防止に努め、障害発生時には迅速な復旧作業を実施している。
（３）警察活動の基盤を整備するため、平成23年度から緊急配備支援システムの更新整備を開始している。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）総合通信指令システムを万全な状態で維持することにより、近年急増して高水準にある110番通報等に対して、迅速・的確な対応が可能となり、初動警察活動の強化及び凶悪犯罪の早期解決に貢献している。
（２）引き続き110番通報の受理体制を24時間・365日維持するため、総合通信指令システムの安定稼働に必要な維持管理、保守、老朽化した機器等の改修及び継続運用が困難となる通信指令システム等の更新整備を行う必要がある。　　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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